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ルネッサンス期イタリアの傭兵隊長 
― その実像 ― 























また、1482 年 4 月、ウルビーノ公フェデリコ・ダ・モンテフェルトロが最
後の務めになるフェッラーラ戦争への出陣に際して率いた軍団の内訳をみると、
少・中隊長級合計 260 名の出身地は、アルバニア人 3 名を除きすべてイタリア








































































































究があり、それによると，そのうちの 100 人、つまり約 60％がコロンナ、オ















あるいは「武者」（Uomo d’arme，複数で Uomini d’arme）で表示された。「ラ
ンチャ」も「武者」もともに、基本的には騎馬武者 2 名と従卒 1 名の 3 名、当
時の戦争に欠かせない馬の数で云えば騎馬武者の乗る駿馬 2頭と、従卒が武具、
荷物運搬用に用いる駄馬 1 頭からなる兵力単位である。15 世紀も半ば以降にな
ると、それを騎馬武者 4 名と従卒 1 名、計 5 名（＝馬 5 頭）とする契約も現れ
る。(20) 
しかし、1441 年にヴェネツィア共和国がミケロット・アッテンドロと結んだ
契約のランチャ当たり報酬に関する史料によれば、馬 5 頭（騎馬武者 4 名と従
卒 1 名）からなるランチャへの報酬は、通常の 1 ランチャ（駿馬 2 頭＋駄馬 1
頭）＋2／3 ランチャ（駿馬 2 頭）を積算基礎にして算定されている。従って表
面的には 1 ランチャ馬 5 頭の場合であっても、契約上の基礎兵力単位はあくま
で 1 ランチャ＝馬 3 頭で、それを上まわる頭数はランチャの端数と理解されて
いたことを示している。(21) 
また、契約は提供兵力と報酬を戦時と平時に分けて明記するのが通例である。




















契約期間： 1467年 6月 1 日から 1 年間 
報酬   ： 平時 36,000ドゥカーティ 










 51,660 ドゥカーティをナポリ王、ミラノ公、フィレンツェの 
ルネサンス期イタリアの傭兵隊長 
 45 
 三者で等分に負担し、残りの 8,340ドゥカーティを教皇が負 
 担する。 
支払方法： 報酬総額の 3 分の 1 を前払い金として契約時に支払い、残額は 











服費 8 ドゥカーティを手交したと書いている。 
これらの数字をもとにフェデリコの支出を計算してみると次のようになる。
まず、前渡し金は通常報酬総額の三分の一だから、騎士一人当たりの報酬年額























の時代においては、小麦価格が 1 スタイオ（約 33 キロ）当たり 1／4 フィ
オリーノであり、また、1 コッピア（1／4 ヘクタール）の土地価格が 15
から 20 フィオリーニの間を上下していたから、1 フィオリーノないし 1




を用いれば、計算上の誤差はあるべきも、1 フィオリーノないし 1 ドゥカート
の価値は現在のリラ貨で 7 万?8 万リラに相当するとしている。ここで云う「現
在」は、同教授の著書の出版年が 1978 年なので、1970 年代中頃のことと解さ
れる。 
それでは 1 ドゥカートは日本円では幾らになるかだが、単純に 1970 年代の
リラ・ドル平均相場と円・ドル平均相場から円・リラの関係を計算してみると、
当時のドル相場はリラで 800 リラ、円で 300 円だったから、1 円は約 2.67 リ
ラになる。これを上記の 7 万～8 万リラに適用すると 1 ドゥカートは 2万 6 千
円～3 万円の計算になる。ただこれは 1970 年代の換算値だから 21 世紀初頭の
円貨となると、この間の日本における物価指数の変動を考慮しなければならな
いが、総務庁の総合物価指数の推移をみると、この間に日本の物価は倍増して
いる。そこで単純計算すれば現時点での 1 ドゥカート相当円貨は 5万 2 千円か













と 420 万円と 140 万円、月額では 35 万円と 11 万 7 千円になる。そしてウル









因みに、1500 年頃のヴェネツィア共和国の歳入は 115 万ドゥカーティ、同










1453 年 9 月、リミニ領主シジスモンド・パンドルフォ・マラテスティはミ
ラノおよびフィレンツェとの傭兵契約を更新、騎馬 470 ランチェと歩兵 400 を
提供して年額 6 万ドゥカーティを得ることになったが、その時点で前年契約の
報酬年額の半分以上 3 万 2 千ドゥカーティが未払いであった。(28) 
ウルビーノ領主フェデリコ・ダ・モンテフェルトロは、1447 年 10月 1 日か
ら 1449 年 1 月 31 日までのフィレンツェとの傭兵契約で総額 119，064 フィオ
































































































































































この文庫は、1657 年 8 月 7 日付け教皇アレクサンデル 7 世の少勅書をもって
ウルビーノからヴァチカンへの移譲が決まり、同年 12 月 4 日、35 頭のロバに
運ばれてヴァチカン図書館入りした。 
稀覯本の蒐集をめぐる王侯間の友情について次のような逸話がある。 

















































(2) Compagnia di San Giorgio 「サン・ジョルジョ軍団」という名称をもった傭兵部隊は過
去にもあって、その嚆矢は、ロドリシオ・ヴィスコンティ（Lodrisio Visconti 1280？- 1364）

































(6) Philippe Contamine, La Guerra nel Medioevo, Il Mulino Ed. 1986.  p.228 
(7) Walter Tommasoli, La vita di Federico da Montefeltro 1422/1482. Argalia Ed. 1978. 
pp.86-7. 
(8) Michael Mallett,  I Condottieri nelle guerre d’Italia. Condottieri e uomini d’arme 
nell’Italia del Rinascimento. Liguori Ed. 2001. p.352. 
(9) Jacopo dal Veme（1350～1409）。ヴェローナ出身の傭兵隊長。ジャン・ガレアッツォ・
ヴィスコンティを助けてその叔父ベルナボーからミラノ領主の座を奪回させ、その後の版
図拡大に大いに貢献した。1391年 7 月、フィレンツェの要請で南下したアルマニヤック

























ェスキ（I bracceschi）, スフォルツァを師と仰ぐ者はスフォルツェスキ（Gli sforzeschi）
とよばれ、あたかも兵学の二大流派のごとき様相を呈した。 






















































1432 年 4 月逮捕され、反逆の罪により死刑の判決を受ける。5 月 5 日斬首。マンゾーニ
は、カルマニョーラ無罪説にたって悲劇「カルマニョーラ伯」（1820年）を書いた。 
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